
 

今月号の案内者は 

小野原区長 山口 義孝さん 
 

クイズ 

●みやこは環濠集落かな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●みやこ遺跡
い せ き

は、郷の木の元
もと

山田店
やまだみせ

の北側になります。 

現地に看板
かんばん

が立っている所から下流側
かりゅうがわ

です。 

●今は、調査場所は堤防
ていぼう

や河川敷
かせんしき

です。 

 また図の薄緑
うすみどり

部分は圃場
ほじょう

整備
せ い び

が終わった農地です。 

 

 

 

 

★みやこ遺跡
い せ き

周辺
しゅうへん

の遺跡群
ぐん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●図の⑥の所は河童
か っ ぱ

の誓文
せいもん

石
いし

のそばです。 

 現地
げ ん ち

では図の右端側
みぎはしがわ

に草場泉さん宅があります 

●図の①～⑦がみやこ遺跡上 流 側
じょうりゅうがわ

の特徴
とくちょう

です。 

 特に弥生の濠
ほり

や中世の２重
じゅう

濠
ほり

は重要
じゅうよう

です。 
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古代
こ だ い

のみやこ 

みやこ遺跡
い せ き

(小野原) 
●昨年に続いて、みやこの第 2 弾 

 昨年は、全体の概要を説明したバッテン、

文字の多かったので今回は地図に落として紹

介すんね。 

 
 

 
図の解説 

 

 

トピック 
橘町歴史研究会 前会長の市丸昭太郎さんが、長年

の歴史研究と普及活動の功績により武雄市教育委員

会表彰を受けられました。 

https://tachibana-net.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地図
ち ず

の見方
み か た

 

・上図の右側
みぎがわ

が潮見川下流
かりゅう

になります。 

・図の左側
ひだりがわ

に上 流
じょうりゅう

部
ぶ

のみやこ遺跡合成図
ごうせいず

１（表面
おもてめん

参照
さんしょう

）がつながります。 

・図の下側（うす緑
みどり

色）は圃場
ほじょう

整備
せ い び

が終わって、現在
げんざい

 

は田んぼや畑
はたけ

になっています。 
 

●番号をふった遺跡の説明
せつめい

（赤書きがポイント） 

①２か所の大きくて先
さき

に行くほど広
ひろ

がる落
お

ち込みが 

あります。遺物
い ぶ つ

から中世
ちゅうせい

のものとされますので、 

中世に 橘
たちばな

氏
し

が高台
たかだい

を削
けず

って潮見川を掘
ほ

った証拠
しょうこ

 

の一つになります。 

②灰色
はいいろ

の四角で囲った部分は柱
はしら

穴
あな

の密集地
みっしゅうち

です。 

中世の井戸
い ど

や土壙
ど こ う

が含まれ、輸入
ゆにゅう

磁器
じ き

などが出ます 

ので、中世の武士
ぶ し

階級
かいきゅう

の舘
やかた

跡
あと

と考えられます。下
か

 

流
りゅう

の茂手
も で

遺跡
い せ き

では、中世の馬
うま

の鞍
くら

が出土しました。 

③圃場（うす緑部分）の水路に弥生
や よ い

時代
じ だ い

の 掘
ほったて

立柱
は し ら

 

建物
たてもの

跡
あと

が橘では初
はじ

めて出ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④赤い楕円
だ え ん

で囲
かこ

んだ部分は、弥生の甕
かめ

棺
かん

や石棺
せっかん

墓
ぼ

がた 

くさん出た場所
ば し ょ

です。 

このお墓
はか

の上に、後
のち

に（中世を中心）集落
しゅうらく

ができ 

たと考えられます。弥生
や よ い

時代
じ だ い

の遺構
い こ う

は、この時
とき

、た 

くさんの柱
はしら

穴
あな

で乱
みだ

されました。弥生
や よ い

時代
じ だ い

や古墳
こ ふ ん

 

時代
じ だ い

のものはもっとたくさんあったと思
おも

われます。 

⑤吉野ヶ里
よ し の が り

遺跡
い せ き

の環濠
かんごう

の大きさに匹敵
ひってき

する濠
ほり

が、下流
かりゅう

 

側
がわ

にも2か所あります。 

⑥祭祀
さ い し

遺構
い こ う

と思われる2か所の墓
はか

は、この群集
ぐんしゅう

墓
ぼ

の 

中でもとても重要
じゅうよう

なお墓
はか

です。 

集落を統率
とうそつ

する人のお墓
はか

と 

考
かんが

えられます。 

透
す

かし彫
ほ

りが入った土器
ど き

や 

ミニチュア土器
ど き

など、祀
まつ

りに 

用
もち

いられた土器
ど き

が出ました。 

 

               透かし彫土器 

★武雄市内の環濠
かんごう

     クイズの答え部分 

みやこ遺跡の濠は環濠状
かんごうじょう

になるのか不明ですが、幅
はば

や大
おお

きさから防
ぼう

御施設
ぎょしせつ

であることは間違
ま ち が

いありませ

ん。２つの祭祀
さ い し

遺構
い こ う

を分けるように掘
ほ

られていますが、東
ひがし

（図では下側）へ広げた調査
ちょうさ

が必要
ひつよう

です。 

ちなみに、武雄市内では小楠
お ぐ す

遺跡
い せ き

は環濠
かんごう

集落
しゅうらく

です。 

（六角川改修、高速道路整備、圃場整備の各種事業に伴う発掘調査報告書からまとめました。） 
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